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スポットライSPOT 
LIGHT
スポットライト

　その香りが癒
いや

し効果やリラックス効果をもたらし、多くの女性たちに愛されるハーブ。今、鹿屋

でハーブを生産・加工し、ブランド化に向けた活動を始めている女性たちがいます。ハーブが好

きな女性農家などが集まり、昨年結成された女性グループ「レッドクローバー」です。今年３月には、

５月19 日・20 日に開催される「かのやハーブフェスティバル 2018」（Ｐ８）に向け、メンバーら

でカモミールの苗 6,000 株を霧島ヶ丘公園に植えました。イベント当日にカモミールの花が満開

になることを願い、代表の山
やまぞの

薗 利
り え

恵さんもその実行委員会メンバーとして、準備に日々奔走中です。

女性ならではの目線で、鹿屋に明るいハーブ生活を。レッドクローバーの今後から目が離せません。

レッドクローバー
いや

ーブの香り。
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生産したハーブを使ったお茶などの加工品開発
にも取り組む。　℡ 0994-45-7963（事務局）

風薫る五月、
広がるのはハ

今月のカバー

元気に泳ぐ鯉のぼり
　祓川小学校の校庭で毎年見ることができる鯉のぼり。昨年、
祓川小学校に立ち寄った時、たくさんの鯉のぼりたちが、青
空のもとで気持ち良さそうに泳いでいるさまを見かけ、思わず
シャッターを押しました。雨も桜島の灰も降らず、さわやかな
風が吹く日の鮮やかな鯉のぼりが印象的でした。
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　５月下旬ごろから梅雨や台風が到来し、災害が起こりやすい時期を迎えます。もちろん災害は風雨に
よるものだけではなく、地震や火山の噴火など様々。身近な記憶として新しいのは、平成28年４月の熊
本地震や、同年９月に大隅半島を襲った台風16号ですが、最近では霧島連山・新燃岳の爆発的噴火が連
日報道され、警戒を強めています。
　火山の噴火による災害も他人事ではありません。今回は、大正３年１月に起きた桜島の大噴火をたどり、
防災への思いを新たにします。

桜
島
の
大
正
大
噴
火

　

大
正
３
年
１
月
12
日
に
起
き
た
桜

島
の
大
噴
火
は
、
溶
岩
や
大
量
の
軽

石
・
火
山
灰
を
降
ら
せ
た
ほ
か
、
地

震
、
津
波
、
地
盤
沈
下
、
土
石
流
な

ど
も
複
合
的
に
発
生
し
ま
し
た
。
桜

島
を
中
心
に
死
者
・
行
方
不
明
者
58

人
、
負
傷
者
１
１
２
人
、
全
焼
家
屋

２
，
１
４
８
戸
、
全
倒
家
屋
１
１
３

戸
を
出
し
た
大
災
害
で
し
た
。

大
隅
半
島
に
も
大
き
な
被
害

　

大
量
に
噴
出
し
た
軽
石
・
火
山
灰

は
、
当
時
西
寄
り
の
風
が
吹
い
て
い

た
た
め
、
大
隅
半
島
を
広
く
覆
い
ま

し
た
。
特
に
肝
属
郡
高
隈
村（
現
在

の
上
高
隈
町
・
下
高
隈
町
）、
同
百

引
村（
現
在
の
輝
北
町
上
百
引
・
下

百
引
）、
曽
於
郡
市
成
村（
現
在
の

輝
北
町
市
成
・
諏
訪
原
）
な
ど
で
は
、

軽
石
・
火
山
灰
が
厚
さ
約
30
㎝
、
最

も
深
い
と
こ
ろ
で
は
１
ｍ
以
上
積
も

る
な
ど
、
辺
り
一
面
、
灰
色
に
埋
め

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
噴
出
物
で
農
地
は
長
い

間
作
付
け
で
き
ず
、
農
業
は
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
火
山

灰
が
排
水
を
妨
げ
路
面
が
泥
状
化
し

た
り
、
噴
出
物
で
埋
没
し
た
り
し
て

道
路
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

河
川
の
上
流
で
は
土
石
流
や
泥
流

に
よ
る
土
砂
災
害
が
度
重
な
り
、中
・

下
流
で
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
洪
水

等
が
頻
発
。
家
屋
や
農
地
に
多
大
な

被
害
を
与
え
、
復
旧
は
困
難
を
極
め

ま
し
た
。

２
万
人
以
上
が
移
住

　

溶
岩
や
火
山
灰
な
ど
で
生
活
基
盤

を
失
っ
た
桜
島
や
そ
の
近
辺
の
住
民

ら
は
、
鹿
児
島
県
が
指
定
し
た
移
住

地
11
か
所（
熊
毛
郡
、
肝
属
郡
、
宮

崎
県
、
朝
鮮
半
島
）
に
移
り
住
ん
だ

ほ
か
、
自
分
た
ち
で
任
意
に
選
ん
で

各
地
に
移
住
し
ま
し
た
。
県
内
全
体

で
３
，
０
０
０
世
帯
２
万
人
以
上
が

移
住
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

○
指
定
移
住

　

百
引
村
か
ら
は
約
40
戸
が
、
県
指

定
の
移
住
先
で
あ
る
南
大
隅
町
佐
多

の
大お

お
な
か
お

中
尾
や
西
之
表
市
国く

に
が
み上

へ
、
市

成
村
か
ら
は
約
10
戸
が
、
宮
崎
県
小

林
市
大だ

い
お
う王

や
西
之
表
市
国
上
へ
移
住

し
ま
し
た
。
一
方
、
花
岡
村
北
野

（
永な

が
め目

）に
は
、
東
桜
島
村
か
ら
88
戸

が
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

○
任
意
移
住

　

県
が
指
定
し
た
移
住
先
以
外
に

も
、
東
桜
島
村
か
ら
は
大
隅
半
島
を

中
心
に
各
地
へ
移
住
。
ま
た
被
害
の

大
き
か
っ
た
高
隈
村
、
百
引
村
、
市

成
村
か
ら
も
、
鹿
児
島
・
宮
崎
両
県

の
各
地
へ
と
、
縁
故
者
等
を
頼
り
、

移
り
住
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

➊牛根村（現在の垂水市牛根）から撮影された桜島大噴火

①
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移
住
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

集
落
「
花は

な
ざ
と里

」

　

大
噴
火
後
の
５
月
に
は
、
東
桜
島

村
か
ら
花
岡
村
北
野
へ
の
指
定
移
住

が
完
了
し
、
地
名
は「
花
里
」
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
移
住
者

の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
だ
っ
た
の
が
山

下
仁
之
助
さ
ん
で
し
た
。

　

花
里
町
に
暮
ら
す
山
下
重
信
さ
ん

（
84
歳
）・
綾
子
さ
ん（
77
歳
）
夫
妻

は
、
と
も
に
桜
島
か
ら
の
移
住
者
の

子
孫
。

　

仁
之
助
さ
ん
の
孫
に
当
た
る
綾
子

さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
祖
父
の
家
は
溶
岩
で
押
し
つ
ぶ

さ
れ
て
、
祖
父
ら
は
命
か
ら
が
ら
、

着
の
身
着
の
ま
ま
で
必
死
で
逃
げ
て

き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
わ
ら
じ
を

履
い
て
い
て
も
、
地
熱
で
焼
け
て
ぼ

ろ
ぼ
ろ
に
な
り
、
裸
足
で
や
け
ど
を

負
い
な
が
ら
避
難
し
た
そ
う
で
す
」

　

花
里
へ
の
移
住
者
が
ま
ず
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
開
墾
で

し
た
。
し
か
し
、
移
住
先
は
山
。

　
「
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も
無
い
時
代
。

移
住
者
た
ち
は
、
何
も
無
い
所
に
、

２
〜
３
年
か
け
て
、
ま
さ
し
く
手
作

業
で
開
墾
し
た
そ
う
で
す
。
本
当
に

苦
し
い
作
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

２
つ
の
ふ
る
さ
と　

　
　
　

〜
「
花
里
」
と
「
桜
島
」
〜

　

山
下
家
に
あ
る
古
い
仏
壇
。
移
住

者
の
１
人
が
避
難
す
る
際
に
、
桜
島

か
ら
背
負
っ
て
運
ん
で
き
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
重
信
さ
ん
は

こ
う
語
り
ま
す
。

　
「
以
前
、
専
門
家
に
見
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
大

変
貴
重
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
仏

壇
は
１
年
ご
と
に
宿
を
変
え
て
、
町

内
み
ん
な
で
守
っ
て
き
ま
し
た
。
山

下
家
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昭

和
59
年
以
降
も
、彼
岸
の
日
や
正
月
・

お
盆
に
は
、
こ
の
仏
壇
の
前
に
町
内

の
人
々
が
大
勢
集
ま
っ
て
、
み
ん
な

で
手
を
合
わ
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
「
約
１
０
０
年
以
上
前
、
祖
父
た

ち
が
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
花
里
は
静
か
で
い
い
と
こ
ろ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今

が
あ
る
の
は
桜
島
の
お
か
げ
で
も
あ

り
ま
す
」

　

花
里
公
民
館
の
敷
地
内
に
あ
る

「
桜
島
移
民
祖
先
之
霊
」の
碑
。
碑
は

桜
島
の
方
角
を
向
い
て
、
今
も
静
か

に
建
っ
て
い
ま
す
。

山下 重
しげのぶ

信 さん・綾
あや こ

子 さん 夫妻

「桜島移民祖先之霊」の碑

➋火山灰が積もった杉林（高隈村付近）　➌➍火山灰が積もった民家（百引村上百引）　➎軽石・火山灰が積もった畑（同）
➏火山灰で埋まった川に立つ人々（同）　➐噴火後に起きた洪水で池と化した田地（西串良村細山田）
※➊～➍は鹿児島県立博物館『桜島大正噴火写真』、　➎～➐は講話会編『大正三年桜島噴火状況（桜島爆発肝属郡被害始末誌）』から

桜島から運ばれ
守られてきた仏壇

山下 仁
に の す け

之助 さん

③ ④

⑥ ⑦

②

⑤
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高隈出張所●高隈出張所●

輝北総合支所●輝北総合支所●

●市成出張所●市成出張所

504

●花岡出張所●花岡出張所

●分庁舎●分庁舎

東
九
州
自
動
車
道

東
九
州
自
動
車
道

鹿屋市役所本庁●鹿屋市役所本庁●

串良総合支所●串良総合支所●

 ● ● 桜島移民祖先之霊の碑
　（花里町・花里公民館／Ｐ５）

●吾平総合支所●吾平総合支所

269

220

●高須出張所●高須出張所

❷ 桜島大爆発紀念碑
　 （輝北町市成・上

かみさわつ

沢津
公民館）
大噴火から６年後の大
正９年１月12日に地元
青年団が建立。

❸桜島爆発紀念碑
　（輝北町上百引・愛

あたご

宕）
建立時期は不明。「遠
矢氏」の書とある。

❶ 記念碑（輝北町上
百引・岳

たけんの

野小学校跡）
大正15年３月に、百
引岳野と牛根岳野が
共同で建立。大噴火
後、両岳野全体の世
帯数が一時５分の１
になったとされる。

❻城山隧
ずいどう

道碑
　（上高隈町・高隈城跡）
大噴火後に起きた洪水
で、隧道に土砂が流入
したため、新たに掘削。
大正４年８月建立。

❼ 河川改修紀念碑
　第二回河川紀念碑
　（下高隈町・旧高隈高校前）
大噴火後に起きた洪水により河
川を改修したが、大正６年に再
び大洪水が起き、２回目の改修
を余儀なくされた。

��������	
��	�� ● 爆発碑　　　● 河川等改修碑
● 耕地整理碑　●  ●  移住碑

11串良川改修紀念碑
　（東串良町・豊

ほうえい

栄橋左岸）
大噴火で串良川の源流部が荒
れ、土石流や洪水が頻発。西
串良村と東串良村が連合組合を
つくり改修。大正６年６月建立。

❹河川改修紀念碑
　（輝北町下百引・坂下
　橋付近）
堂
どうごもり

籠川の堤防が、大
噴火後に起きた洪水
で決壊。大正４年の改
修工事着工以降、何
度か洪水に遭いながら
も昭和６年完成。昭和
７年６月建立。

10新水門碑・堰
せき

改築碑
　（串良町細山田・井手神社）
林田堰の新水門碑は大正
11年 11月、堰改築碑は昭
和５年５月に建立。

❽堤
ていとう

塘工事紀念碑
　（下高隈町・観

かんのんぶち

音淵）
洪水で堤防が決壊し
たため、耕地が「砂漠」
と化したとある。

❾ 耕地整理記念碑（串良町
細山田・生

い く る す

栗須公民館付近）
大噴火後の洪水で水田が一夜
にして「白浜」と化したとあ
る。堤防修復ののちに耕地整
理実施。大正６年３月建立。

❺復旧工事紀念碑
　（上高隈町・重田橋付近）
降り積もった軽石や火山
灰で、大正６年にも大洪
水が起きた。復旧工事の
完成に伴い、昭和 10 年
４月に建立された。

121314笠野原耕地整理記功碑
（12下高隈町・高隈駐在所隣）
（13笠之原町・玉山神社参道）
（14串良町有里・大塚山公園）

近代以前から水不足で
開拓が進まなかった笠
野原は、大噴火がさら
に追い討ちをかけ荒廃。
大正13 年５月着工、昭
和９年８月竣工。いずれ
も碑文は同じ内容で、昭
和10 年４月建立。
※写真は13

❻
❽

12

13

14

❹

❺

❸

❷

❶

❼

❾

10

11
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桜島大正大噴火と鹿屋とのかかわり

※ 青字は桜島大噴火に伴う河川災害関連。記載したものは主なもので、
これ以外にも桜島大噴火由来の河川災害は何度も起きています。

を
す
る
な
ど
献
身
的
に
世
話
を
し
た
と
さ

れ
、
市
成
村
で
も
７
０
０
人
以
上
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
各
地
で
避
難
者

の
救
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
者
を
受
け
入
れ
た
と
は
い
え
、
市

成
村
も
ま
た
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
。

記
録
に
は
、
自
分
た
ち
の
村
の
被
害
に
落

胆
し
な
が
ら
も
、
前
を
向
い
て
働
い
て
い

こ
う
と
す
る
地
元
の
若
者
た
ち
の
意
気
込

み
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　

助
け
合
う
精
神
は
、
い
つ
の
時
代
で

も
同
じ
。「
鹿
屋
市
史
」
に
よ
れ
ば
、
大
正

３
年
１
月
18
日
時
点
で
、
東
桜
島
村
・

垂
水
村
・
牛
根
村
か
ら
、
鹿
屋
町
に
１
，

０
１
０
人
、
花
岡
村
に
４
５
０
人
、
大
姶

良
村
に
１
６
５
人
、
高
隈
村
に
１
６
２
人

の
一
時
避
難
者
を
、
学
校
や
寺
院
、
夜
学

舎
で
受
け
入
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
西
串
良
村（
現
在
の
串
良
町
）

で
は
、
串
良
小
学
校
を
開
放
し
、
30
戸
・

数
十
人
を
受
け
入
れ
、
村
民
が
炊
き
出
し

▶ 

市
成
村
の
久く

き

の

の

木
野
々
青
年
団

の
団
長
が
記
し
た
記
録

　
「
桜
島
休
火
山
大
爆
発
の
文
」

　

当
時
の
市
成
村
の
若
者
４
人
が
記
し
た

記
録
に
は
、
牛
根
村
か
ら
避
難
し
て
き
た

人
々
へ
食
料
を
提
供
し
た
り
、
夜
学
舎
な

ど
を
宿
泊
所
に
割
り
当
て
た
り
し
た
こ
と

や
、
青
年
団
が
貯
蔵
し
て
い
た
か
ん
し
ょ

（
さ
つ
ま
い
も
）を
避
難
者
に
与
え
た
こ
と

な
ど
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿屋市防災シンポジウムを開催します

����

（京都大学 教授 井口 正
まさ と

人 氏） 

（九州大学大学院工学研究院 教授 矢野 真一郎 氏） 

　鹿屋市で予想される災害（河川氾濫、土砂災害、地震、桜島噴火等）に対し、
市民一人ひとりが日常で何ができ、また、どのような準備が必要か、そして災害
時にどう対応すべきか知ることのできるシンポジウムです。ぜひご参加ください。

問市安全安心課　℡0994-31-1124

井口 正人 氏 矢野 真一郎 氏

StoryStory

学ぶ学ぶ
桜島大噴火桜島大噴火

日　時

場　所

内　容

５月17日 ㊍　13:30～16:30　
リナシティかのや ３階大ホール
講演①「桜島大噴火に備えて」
講演② 「平成 29 年７月九州北部豪雨における流木災害から得た教訓」
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か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
８
春

　
 

維
新
レ
ッ
ド 

〜
明
治
維
新
１
５
０
年
、維
新
の
風
に
乗
っ
て
〜

●開園時間　9:00～18:00
※祭り期間中は無休
●入園料
　一般620円　小中高生110円
※５月５日（土・祝） 小中高生無料

　

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
春
の
ば
ら
祭
り
。前
号
に
引
き
続
き
今
号
で
は
後
半
の
イ
ベ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。夜
間
イ
ベ
ン
ト
「
バ
ラ
と
光
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
。皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。　

問
か
の
や
ば
ら
園　

℡
０
９
９
４-

40-

２
１
７
０

明治維新150年関連イベント
●レッドローズ総選挙
●名字が西郷さん・大久保さん・島津さんは
　入園無料でごわすキャンペーン（赤もね）
●明治維新150年PRイベント
　５/３（木・祝）・５/４（金・祝）、５/19（土）・５/20（日）

４/28４/28 ㊏㊏
～６/ ３～６/ ３㊐㊐

※各イベントのスケジュール
　等はホームページに掲載

鹿屋バス停 ⇔ かのやばら園 路線バス鹿屋バス停 ⇔ かのやばら園 路線バス

○バス運賃　大人 280円、小人 140円
※ばら祭り期間中は毎日運行

鹿屋バス停発 かのやばら園着
11:10 ⇒ 11:27
14:00 ⇒ 14:17

かのやばら園発 鹿屋バス停着
14:45 ⇒ 15:04
17:00 ⇒ 17:19

　　ばら祭り後半のイベント

５/27 ㊐
●第５回かのやバラ色婚活2018
●バラの絵手紙体験講座
●子ども自然クラフト祭り

６/２ ㊏
●楽しい木工教室

６/３ ㊐
●花のアクセサリー作り体験

５/26 ㊏
●地元小中学校吹奏楽フェスティバル
●バラの絵手紙体験講座
●子ども自然クラフト祭り

期間中毎日
●夜のばら園撮影会●夜のばら園撮影会
●飲食ブース●飲食ブース
●花火ショー●花火ショー

５/18 ㊎
●鹿屋女子高軽音楽部ライブ●鹿屋女子高軽音楽部ライブ

５/19 ㊏
●【and Mu.】ライブ●【and Mu.】ライブ
●鳥淵杏奈ライブ●鳥淵杏奈ライブ

５/20 ㊐
●九州よしもと芸人お笑いライブ●九州よしもと芸人お笑いライブ
●ばららファミリーダンスショー●ばららファミリーダンスショー

５/18 ㊎ ～ 20 ㊐　18:00～閉園21:30

バラと光のカーニバルバラと光のカーニバル

第25回全国ハーブサミットinかのや  /  かのやハーブフェスティバル2018 　
　５月19日（土）・20日（日）に、霧島ヶ丘公園で、全国ハーブサミットが初めて開催されるにあたり、ハーブに関する講演・ワーク
ショップ・販売など様々な楽しい催し物が行われます。ハーブが好きな人も、あまり知らない人もぜひお越しください。

●日時　５月19日（土）・20日（日）10：00～17：00　　●場所　霧島ヶ丘公園自由広場 ほか

５/19 ㊏
●「サンシャイン池崎＆まんぷくフーフー」
　お笑いライブ

　河
か わ い

合伸
た か し

志ガーデンツアー
●お手玉つくり教室
●子ども自然クラフト祭り

問かのやハーブフェスティバル実行委員会
　（市ふるさと PR 課内）　℡ 0994-31-1121

５/20 ㊐
　河合伸志ローズセミナー
　「バラもハーブ!?バラに合うハーブの種類と育て方」
●ベリーダンスとアラビックパーカッションのステージ
●和太鼓演奏
　河合伸志ガーデンツアー
●ストリートダンス
●お手玉つくり教室
●子ども自然クラフト祭り

●カモミール畑で花摘み体験　●石けん作り　●染色体験
●ハーブを使った料理・飲み物　●ハーブ関連の雑貨・食品
●ハーブ＆花の苗販売　●花冠を作ろう!!　●アミュワゴン
●アロマオイル、ハーブ石鹸、ハーブバス用品　●茶道　など

両日

　「ハーブでかのやのまちおこし～ハーブって使える!!」
　　講師：柴 さとみ 氏（ガーデナー、タレント）
　「アスリートに必要な心身のケアとハーブの可能性」
　　講師：高松 有紀子 氏（AEAJ認定アロマセラピスト、
　　　　　ハーバルセラピスト）

 　パネルディスカッション「ハーブの持つ可能性」
　　司会：坂出 智之 氏（ジャパンハーブソサエティ理事長）

５/19 ㊏ の主なイベント

基 

調 

講 

演

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

企
画
・

ブ
ー
ス
等

　「魅惑のハーブ“ハイビスカスローゼル”を使った万能
　　ソルト作り＆ローゼルを味わうティータイム」

両

　
　「オリーブハーブソルトをつくろう」

５/20 ㊐ の主なイベント
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鹿
屋
に
来
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と

　
　

鹿
屋
に
来
た
当
初
は
、
驚
き
の
連
続
で

し
た
。
ま
ず
鉄
道
が
通
っ
て
い
な
い
こ
と

に
ビ
ッ
ク
リ
。
そ
し
て
夜
に
な
る
と
ち
ゃ

ん
と
真
っ
暗
に
な
る
の
も
ビ
ッ
ク
リ
。
連
れ

て
来
た
ペ
ッ
ト
た
ち
も
最
初
の
夜
は
ビ
ク

ビ
ク
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
（
笑
）

　
　

ま
た
、
大
阪
に
住
ん
で
い
た
時
、
公
園

は
危
険
な
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
鹿
屋
で
は
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び

と
遊
ん
で
い
る
光
景
を
見
て
、
違
う
意
味

で
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
の
魅
力
に
つ
い
て

　
　

鹿
屋
に
は
お
金
で
は
買
え
な
い「
本
物
」

の
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
の
本
物

の
中
で
生
活
で
き
る
こ
と
は
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

在
任
中
、
市
内
の
農
家
さ
ん
や
漁
師
さ

ん
な
ど
、
第
一
次
産
業
の
生
産
現
場
に
携

わ
る
色
々
な
方
に
出
会
い
、
そ
の
魅
力
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
現
地

で
直
に
感
じ
た
魅
力
を
、
外
か
ら
来
た
観

光
客
目
線
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
情
報
発

信
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
何
度
も
取

り
上
げ
て
も
ら
う
な
ど
、
自
分
の
力
以
上

の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
屋
の
人
に
出
会
え
た
奇
跡

　
　

鹿
屋
に
は
、
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
気

　平成 28年４月、大阪で松竹芸能所属の芸人として活躍してい
た半田あかりさんは、地域おこし協力隊員として、縁もゆかりも
ない鹿屋にやって来ました。その後、「かのやオフィシャルリポー
ター」として、様々なイベントやメディアで鹿屋の魅力を PRし
てきた半田さんですが、この３月、２年間の任期を終え大阪へ帰
ることに。半田さんの２年間の挑戦について、お話を聞きました。

プロフィール
昭和59年大阪市生まれ。松竹芸能㈱所属。
関西のテレビなどに多数出演していた平成
28年、地域おこし協力隊員として鹿屋市に
移住することに。市民を巻き込みながら、
鹿屋の魅力を市内外に大いにPRした。

半田あかりさんが、
鹿屋で走り続けた２年間
　～地域おこし協力隊を卒業。そして、
　　「かのやばら大使」として新たなステージへ～

持
ち
を
持
っ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
て
、
そ

の
方
た
ち
と
出
会
え
て
、
私
は
本
当
に
運

が
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
イ
ベ
ン
ト
か
ら
１
５
，
０
０
０
人

ラ
イ
ブ
の
司
会
ま
で
、
様
々
な
仕
事
を
経

験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
近

く
に
い
る
方
々
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
も
ら
え

た
お
か
げ
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
「
相
方
」
と
と
も
に

　
　

鹿
屋
に
来
て「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
ロ
ウ
」

と
い
う
素
晴
ら
し
い
相
方
に
出
会
い
、「
カ

ン
パ
チ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
と
い
う
特
技
も

身
に
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
芸
人
と
し
て

も
一
生
の
財
産
に
な
り
ま
す
！

　
　

こ
れ
ら
を
生
か
し
て
、
大
阪
か
ら
「
か

の
や
ば
ら
大
使
」
と
し
て
、
鹿
屋
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
鹿

屋
に
帰
っ
て
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ま
た

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

Ⓒ松竹芸能株式会社

　
「
か
の
や
ば
ら
大
使
」
に
任
命
！

　
　

３
月
に
開
い
て
い
た
だ
い
た
送
別
会
の

場
で
、
突
然
、
中
西
市
長
か
ら
「
か
の
や

ば
ら
大
使
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
任
命
式
の
計
画
は
、
私
以
外

の
出
席
者
や
マ
ス
コ
ミ
の
方
は
知
っ
て
い

た
よ
う
で
、
完
全
に
し
て
や
ら
れ
ま
し
た

が
、
と
て
も
嬉
し
く
光
栄
に
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
が
ん
ば
り
ま
す
！
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古
代
、
大
隅
地
方
の
隼
人
族
は
、
永

く
大
和
朝
廷
と
抗
争
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
次
第
に
中
央
政
権
に
支

配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

奈
良
時
代
の
和わ

ど
う銅

六
年（
７
１
４

年
）、
大
和
朝
廷
は
日ひ

ゅ
う
が向

の
国
か
ら
大

隅
を
割
い
て
分
国
し
、
国こ

く
が衙（

国
の

役
所
）
を
国
分
に
置
き
、
初
代
大
隅

国こ
く
し司

・
陽や

こ
の
ふ
ひ
と

候
史
麻ま

ろ呂
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

養よ
う
ろ
う老

四
年（
７
２
０
年
）、
陽
候
史

麻
呂
は
、
肝
属
地
方
の
年
貢
の
納
入
成

績
の
悪
化
を
受
け
、鹿
屋
に
入
り
ま
す
。

居
城
を
構
え
て
統
治
し
て
い
た
丘
は
、

国
司
山（
国
司
城
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。（
現
在
の
新
栄
町
あ
た
り
）

　

国
司
に
は
警
護
の
衛え

じ士
18
騎
と
諸し

ょ
や
く役

36
人
が
付
い
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
大
隅
隼
人
が
こ
れ
を
急
襲
。
国
司

方
は
よ
う
や
く
包
囲
軍
の
一
端
を
切
り

開
き
、大
姶
良
方
面
へ
逃
げ
ま
し
た
が
、

追
っ
て
来
た
隼
人
軍
と
現
在
の
星
塚
町

あ
た
り
で
戦
い
、
国
司
方
は
次
々
と
倒

れ
ま
し
た
。

　

国
司
は
名
貫
川
を
越
え
て
丘
に
駆
け

上
が
り
、
馬
を
つ
な
ぎ
自
殺
を
試
み
る

も
死
に
き
れ
ず
、
下
の
泉
に
す
べ
り
降

り
て
水
を
飲
み
、
そ
の
ま
ま
息
絶
え
た

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
場
所
が
、

永
野
田
町
の「
国
司
塚
」
で
あ
る
と
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
来
、
永
野
田
町
の
永
田
家
で
は
、

こ
れ
を
氏
神
と
し
て
、
約
１
，
２
０
０

年
間
祀
り
続
け
、
旧
暦
十
月
中な

か
う
し丑

の
日

に
例
祭
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
隅
隼
人
の
反
乱
に
つ
い
て
の
確
た

る
資
料
・
記
録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ら
の
史
跡
が
、
大
隅
隼
人
の
反
乱

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

大
隅
隼
人
の
反
乱

国司塚（永野田町）

 国司城跡（新栄町）

昔
、
鹿
屋
で
起
き
た
出
来
事
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

「鳴之尾牧場」開設式・春の入牧（有武町）

写真で見る「かのや」の今・昔

国立大隅青少年
自然の家 ●

鳴之尾牧場 ●昭和 41年に市が開設した鳴之尾牧場。酪農家から預かった子牛を

足腰の強い牛にするための施設で、春と秋に入牧が行われます。右

の写真は、開設日当日に行われた入牧式の様子。今ではシンボルと

なっている赤いトンガリ屋根の研修館は、景観を観光にも生かそう

と昭和 59年に建てられました。映画の舞台にもなった牧場です。

269

269
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昭和８年朝日町生まれ。平成14年まで大昭和８年朝日町生まれ。平成14年まで大
手町で靴屋を営む。これまで鹿屋市少年ボ手町で靴屋を営む。これまで鹿屋市少年ボ
ランティア連絡協議会長、鹿屋市防犯協会ランティア連絡協議会長、鹿屋市防犯協会
長、鹿屋市交通安全協会鹿屋中央支部長等長、鹿屋市交通安全協会鹿屋中央支部長等
を歴任。（84歳）を歴任。（84歳）

夢かけはし
の 　

今
日
も
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
見
て

も
、
本
当
に
嬉
し
い
も
の
で
す
。

　

私
が
子
ど
も
た
ち
の
登
校
を
見
守
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
約
60
年

程
前
。
鹿
屋
小
学
校
の
子
ど
も
育
成

会
の
役
員
を
し
て
い
た
当
時
、
小
学
校

か
ら
依
頼
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て

み
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

以
来
、
毎
月
１
日
・
10
日
・
20
日
の

３
回
と
、
春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
期
間
中
は
交
差
点
に
立
ち
続
け
て
い

ま
す
。
は
じ
め
は
北
田
交
差
点
に
立
っ

て
い
ま
し
た
が
、バ
ス
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）

が
大
手
町
に
移
転
し
て
か
ら
は
、
大
手

町
交
差
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
高
須
小
学
校
・
野
里

小
学
校
の
登
下
校
の
交
通
誘
導
も
行
っ

て
い
ま
す
。
今
で
も
青
パ
ト
に
も
乗
る

ん
で
す
よ
。
と
に
か
く
子
ど
も
た
ち
に

顔
を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
、
小
学
校
で

自
己
紹
介
を
す
る
時
は
マ
ジ
ッ
ク
を
交

え
て
行
い
ま
す
。
通
学
路
で
普
通
に
声

を
か
け
て
も
不
審
者
に
思
わ
れ
る
時
代
。

「
マ
ジ
ッ
ク
の
お
じ
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
覚

え
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心
し

て
も
ら
う
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
が
使
命
。
し
か

し
、
過
去
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
横
断
歩
道
で
誘
導
し
て
い
る

途
中
、
渡
り
か
け
た
子
ど
も
が
「
忘
れ

物
を
し
た
」
と
言
っ
て
急
に
向
き
を
変

え
て
戻
っ
た
時
で
し
た
。
こ
れ
は
危
な
い

と
思
い
、
誘
導
方
法
を
考
え
直
し
ま
し

た
。
横
断
歩
道
の
歩
行
者
を
背
に
し
て
、

車
の
方
を
向
い
て
誘
導
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
背
中
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
の
が
大
事
だ
と
、
長
年
、
活
動
の
現

場
に
い
て
こ
そ
気
付
け
た
の
で
す
。
鹿

屋
警
察
署
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
署
か

ら
学
校
を
通
じ
て
、
す
ぐ
に
関
係
者
に

指
示
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

高
齢
の
身
で
す
が
、
立
つ
こ
と
は
足

腰
を
鍛
え
る
こ
と
に
な
り
、
健
康
に
も

い
い
こ
と
。
ま
た
、「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
あ

り
が
と
う
」
と
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か

け
ら
れ
る
と
、
逆
に
力
を
も
ら
っ
た
よ

う
な
気
が
し
て
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
足
腰
が
丈
夫
な
う
ち

は
、
ま
だ
ま
だ
通
学
路
に
立
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
い ち き

来  秋
あ き み

美  さん
通学路で子どもたちを見守る

ＦＭかのや に 市来 秋美 さんが出演予定５月15日（火）９時５分から

（右）進入してくる車の方を向いて背中で子どもを見守る
（左）３月、長年の活動に対し鹿屋警察署から感謝状が贈られた

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
力
に
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　３月12日、台小アタッカーズ（西原台小学校）の選手や指
導者らが、市役所を訪れました。これは、３月に開催された「第
27回春の全国小学生ドッジボール選手権鹿児島大会」で昨年
に続き優勝し、三重県で開催される全国大会への出場を決め
たことから行われたもの。チームで心を１つにしてつかんだ
全国切符に、選手たちは意気込みと豊富を語りました。

自
慢
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
全
国
大
会
へ

　３月11日、リナシティかのやで、「第７回ストリートピア
ノでつなぐ祈りのハーモニー」が開催されました。これは東
日本大震災が発生した日に、被災者へ鎮魂の祈りを届ける
ため、震災の翌年から毎年行われているもの。参加者は被
災地の方角に黙祷を捧げた後、ピアノの演奏に合わせて、「ふ
るさと」や復興支援ソング「花は咲く」を合唱しました。

被
災
地
へ
届
け

鎮
魂
の
歌

　３月16日、柔道場「光
こうぶかん

武館」の選手や指導者らが、市役所
を訪れました。これは、２月に行われた「第38回全国少年
柔道大会鹿児島県予選」の団体戦で優勝し、５月４日～５日
に東京都で行われる全国大会への出場が決定したことから
行われたもの。将来の夢に向かって日々の厳しい練習に向
き合う選手たちの、全国大会での飛躍が期待されます。

柔
道
の
聖
地
・
講
道
館
で

の
全
国
大
会
に
挑
む

　３月24日、吾平町商店街で、「美里吾平商店街バザール」
が開催されました。この日は商店街の各店舗が、お菓子の
販売やおはなし会、カーリング体験といったオリジナル企
画を店頭で実施。ほかにも、いのしし汁の振る舞いや太鼓・
三味線の演奏などがあり、参加した子どもたちのにぎやか
な笑い声で、商店街は活気に包まれていました。

吾
平
の
商
店
街
が

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
変
身

みんなの  Hot News

旧
大
隅
線
の
名
残
と

地
域
の
想
い
に
触
れ
る

　３月25日、瀬戸山神社（上祓川町）で春祭が開催されまし
た。これは、上祓川町、祓川町、下祓川町、西祓川町の棒
踊り保存会が一堂に集まり奉納する恒例の祭り。各保存会
は、それぞれ境内で奉納した後、満開の桜が咲く瀬戸山公
園で、地域住民らに踊りを披露。踊り子たちは威勢良く棒
を打ち鳴らし、五穀豊穣と無病息災を祈願していました。

桜
の
下
で
舞
う

伝
統
の
棒
踊
り

　３月25日、「旧大隅線を走るサイクリング大会」が開催され
ました。今年は春のうららかな陽気の中、市鉄道記念館か
ら吾平駅跡を目指すコースに23人が参加。道中での解説や、
永野田駅跡での地元住民との交流、吾平鉄道記念公園での
軌道自転車の特別試乗などがあり、参加者は鉄道が通って
いた往時を思い浮かべ、春のサイクリングを楽しみました。
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　３月21日、市内及び大隅３町で、「かごしま国体開催記念 
おおすみファンライド」が開催されました。これは、２年後
の「かごしま国体」で自転車競技の会場となる肝属地域での
機運を高めようと行われたイベント。雨の中、参加者50人は、
各地での歓迎を受けて約70kmのコースを走りきり、２年後
の国体コースと大隅の雄大な自然を体感しました。

２
年
後
の
国
体
コ
ー
ス

を
走
っ
て
体
感

　３月18日、市中央公民館で、昭和20年同日の鹿屋初空襲
の戦争体験を聞くイベントが開催されました。これは、戦争
体験談の記録等に取り組む鹿屋平和学習ガイドが開いたも
の。２人の戦争体験者から空襲の様子が語られたほか、慶應
義塾大学が市内の地下壕を調査記録したVR映像の上映があ
り、参加者たちは戦争の恐ろしさについて学びました。

「
昔
」の
初
空
襲
と

「
今
」の
戦
跡
を
学
ぶ

　３月18日、串良町細山田の川
かわ

原
はら

園
ぞの

井
い

堰
ぜき

で、「柴かけ」が行われました。串良地
域の水田に用水を確保するために江戸時
代から続いているこの作業は、市の無形
民俗文化財の指定を受けています。

受け継がれる「柴かけ」が
水田を潤す

　３月17日・18日、市内のテニス施設
で「第10回『ばらのまち鹿屋』高校ソフト
テニス九州大会」が開催され、地元の高
校生たちが参加校にバラの苗を贈るな
ど、運営の中心となって活躍しました。

地元の高校生が大会を盛
り上げる

　３月21日、リナシティかのやで、映
画「サクラ花～桜

おうか

花最期の特攻～」の上映
会と、落語家・林

はやしや

家三
さんぺい

平さんによる戦争
にまつわる落語が披露され、監督の松村
克
かつや

弥さんが、鹿屋への思いを語りました。

特攻隊を描く話題の映画
を上映

　３月20日、鹿屋東中学校男子卓球部の選手や監督らが市
役所を訪問しました。これは、１月にいちき串木野市で開
催された「第59回県中学校新人卓球大会兼全国中学選抜卓
球大会県予選」の男子団体戦で優勝し、訪問の４日後に行わ
れる全国大会への出場を決めたことから行われたもの。同
校男子卓球部の全国大会出場は４年連続の快挙です。

鹿
屋
東
中
卓
球
部
が

４
年
連
続
全
国
へ

　３月30日、鹿屋東中学校男子バレーボール部の選手や監
督、学校関係者らが市役所を訪問しました。これは、24日～
26日に沖縄県で開催された「第35回九州中学校バレーボー
ル選抜優勝大会」で優勝したことから行われたもの。キャプ
テンの久

く ぼ ぞ の

保園大
だい き

輝さんは、「優勝したけど課題も見つかった。
練習して来年も優勝したい」と次を見据えていました。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

九
州
大
会
で
優
勝
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　　市内で唯一の市立高校で、また大隅市内で唯一の市立高校で、また大隅
半島唯一の女子高でもある鹿屋女子高半島唯一の女子高でもある鹿屋女子高
等学校。等学校。
　平成28年12月に市教育委員会は「鹿屋　平成28年12月に市教育委員会は「鹿屋
女子高等学校みらい創造プラン～活性女子高等学校みらい創造プラン～活性
化基本方針～」を策定し、創立から 60年化基本方針～」を策定し、創立から 60年
以上を経てなお、これからも長く地域以上を経てなお、これからも長く地域
に愛される高校として、さらに魅力をに愛される高校として、さらに魅力を
高める取り組みを進めています。高める取り組みを進めています。
問問鹿屋女子高等学校　☎0994-43-2584鹿屋女子高等学校　☎0994-43-2584

�������	
��

　

平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）
の
新

校
舎
完
成
に
向
け
、
い
よ
い
よ
今
年

度
か
ら
建
築
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

新
し
い
校
舎
は
、
中
庭
や
交
流
ス

ペ
ー
ス
な
ど
、
随
所
に
女
子
高
生
が

快
適
で
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る

ポ
イ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
ス
停
に
近
接
し
た
多
目
的

ホ
ー
ル
棟
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
バ
ス

待
合
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
地
域
の
皆
さ

ん
の
利
用
も
可
能
に
な
る
予
定
で

す
。

　

昭
和
33
年
の
創
立
以
来
、
た
く
さ

ん
の
卒
業
生
た
ち
が
愛
情
を
込
め
て

廊
下
を
磨
き
、
大
切
に
使
っ
て
き
た

現
在
の
校
舎
と
は
、
新
校
舎
完
成
後

に
お
別
れ
に
な
り
ま
す
。
校
舎
が
新

し
く
な
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統

を
し
っ
か
り
引
き
継
い
だ
上
で
、
新

し
い
伝
統
が
築
か
れ
て
い
く
で
し
ょ

う
。

平
成
平
成
3232
年
か
ら
新
校
舎
で

年
か
ら
新
校
舎
で

の
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

の
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト▲鹿屋女子高等学校新校舎の完成予想図
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　平成32年度から、いろいろな科目を
選んで学べる「総合選択制」が導入さ
れます。幅広い進路希望に対応できる
ようになり、可能性が広がります。
　また、地域で働く方々を講師として
招く予定になっています。専門学科
では既に平成29年度から取り入れて
いて、施設での実習なども始めていま
す。これは生徒からも好評です！

　「キッズチャレンジフェスタ」と「キッ
ズビジネスタウン」は、毎回多くの小学生
が参加する人気のイベント。ほかにも地域
の食材を生かした献立作成や、多くの生徒
が地域でのボランティアに積極的に取り組
んでいます。

　新しい学びを支えるＩＣＴ環境の整
備は不可欠。平成29年度には、すべ
ての教室に電子黒板を配備しました。
　簡単に図を拡大したり、色付けした
り、生徒の解答を取り込んだりできる
など、効率的な授業ができています。
今後、生徒用タブレットも導入される
予定！

　部活動がとても盛んで、体育系12、文
化系10、同好会３の合計25の部活動があ
り、これまでに全国大会に出場している
部もあります。
　「軽音楽部」があるのも特徴の一つ
で、多くのガールズバンドがイベントな
どで活躍しています。
　さらに注目は、平成29年度に新たにで
きた「吹奏楽同好会」。部への昇格を目
指して、毎日の練習に励んでいます♪

吹奏楽同好会ができました♪吹奏楽同好会ができました♪

地域のプロから学ぶ。地域のプロから学ぶ。
開かれたカリキュラム開かれたカリキュラム

▲「吹奏楽同好会」のメンバー

▲地域人材を講師に活用した授業

▲「キッズビジネスタウン」・「キッズチャレンジ
フェスタ」は今や人気イベントとして定着

▲電子黒板を使った授業

すべての普通教室にすべての普通教室に
電子黒板を設置電子黒板を設置

イベント開催でイベント開催で
地域とつながる地域とつながる

新たなカリ
キュラム

ＩＣＴ
教育環境

部活動

地域貢献
活動

　　平成29年度、鹿屋女子高のホー
　ムページをリニューアルしたことに
伴い、公式LINE「鹿屋市立鹿屋女子高等
学校LINE＠」を始めました。
　鹿屋女子高校のいろ
いろな魅力や、イベン
ト情報などをお知らせ
します。まずは右のQR
　コードから「友だち
　　追加」してくだ
　　　　さい！

「「ＬＬ
ラ イ ンラ イ ン

ＩＮＥＩＮＥ」」
始めました！始めました！

頑張れる環境が
たくさん
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第１部

　今年は、薩摩藩の若者たちが活躍し日本を動かした明治維新から150
年にあたる節目の年。市では今年度、有識者による講演会・市民シンポ
ジウムと、市民による創作歌舞劇といった、市民参加型の２つの関連イ
ベントを展開していきます。皆さんも参加して、幕末・明治の原動力を
体感してみませんか。 問市生涯学習課　℡0994-31-1138

明治維新を

学 ぶ

鹿屋で体感、「明治維新」

　

幕
末
維
新
史
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
木
村
幸
比
古
氏
に
よ
る
、

「
大
河
ド
ラ
マ
を
10
倍
楽
し
む 

〜
西
郷
ど
ん
の
実
像
〜
」
と
題
し

た
講
演
会
で
す
。

　

木
村
氏
が
副
館
長
を
勤
め
る

「
幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
霊

り
ょ
う
ぜ
ん山

歴
史

館
」
（
京
都
市
）
で
は
、
幕
末
・

明
治
維
新
期
の
研
究
・
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
郷
隆
盛
の
命
日
と
な
る
日

に
、
木
村
氏
か
ら
ど
ん
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
の
か
。
歴
史

フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、
興
味
は
尽

き
ま
せ
ん
。

　

講
演
会
の
後
に
は
、
市
民
や
地

元
高
校
生
な
ど
に
よ
る
意
見
発
表

会
を
行
い
、
歴
史
の
タ
ブ
ー
で
あ

る
「
〜
た
ら
、
〜
れ
ば
」
を
用
い

た
空
想
の
歴
史
物
語
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
論
が
展
開
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

鹿
児
島
の
歴
史
家
・
東

ひ
が
し
か
わ川

隆り
ゅ
う
た太

郎ろ
う

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

木
村
氏
と
地
元
高
校
生
等
と
の
意

見
交
換
を
通
し
て
、
明
治
維
新
に

つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
す
。

木村 木村 幸幸
さちさち

比比
ひひ

古古
ここ

 氏 講演会 氏 講演会
・市民シンポジウム・市民シンポジウム
●場所　リナシティかのや

NHK大河ドラマ「西
せ ご

郷どん」、「徳川慶喜」、
「新撰組！」、「龍馬伝」、「花燃ゆ」での展示
委員を務めるなど、幕末維新史研究の第一人者。
文部科学大臣表彰。京都市教育功労表彰。

幕末ミュージアム霊山歴史館

副館長　木村 幸比古 氏

NPO法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会

代表理事　東川 隆太郎 氏

「まち歩き」を活動の中心に据える、自他ともに認める
鹿児島の「まち歩きのプロ」。数々のテレビ出演のほ
か、NHK大河ドラマ「西郷どん」でも資料協力を行う。

幕末・明治維新を語る講師陣

9/24 9/24 ㊊㊡㊊㊡
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アナタがつくる明治維新

創作市民歌舞劇の
出演者を募集します

明治維新を

演じる

　

郷
土
を
代
表
す
る
偉
人
・
西
郷

隆
盛
と
大
久
保
利
通
と
の
対
立
と

友
情
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
の

創
作
を
加
え
て
描
か
れ
る
、
新
作

の
歌
舞
劇
で
す
。

　

演
出
は
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
〜
あ

る
王
の
物
語
〜
」
な
ど
多
く
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
手
掛
け
る
松

永 

太
郎
氏
。
今
回
、
明
治
維
新

１
５
０
周
年
を
記
念
し
、
市
民
公

募
に
よ
る
キ
ャ
ス
ト
で
演
じ
ら
れ

ま
す
。

　

西
郷
・
大
久
保
が
涙
を
呑
ん
で

敵
味
方
を
演
じ
た
そ
の
目
的
は
。

西
郷
が
、
大
久
保
に
託
し
た
日
本

の
未
来
と
は
。
私
利
私
欲
を
捨

て
、
国
の
た
め
駆
け
抜
け
た
郷
土

の
先
人
た
ち
の
想
い
が
描
か
れ
ま

す
。

創作市民歌舞劇創作市民歌舞劇
「西郷どんと　「西郷どんと　
　大久保どん」　大久保どん」
●場所　市文化会館

●募集人数　約20～30名（オーディションによる選考）
●応募資格
○小学４年生以上（大隅地域に在住・在勤・在学、ゆかりのある人）で健康な人
○以下の練習にほぼ毎回参加でき、公演当日に出演できる人
※18歳未満の方は、保護者の同意が必要　※経験不問
※合格者は顔写真等をチラシやホームページ等の宣伝媒体に掲載

●練習日時　６月８日（金）以降の毎週月曜日・金曜日　19:00～21:00
※本番前は練習回数が増える場合有り
●練習場所　市文化会館ほか
●参加費　無料　※傷害保険料・交通費・食費、その他実費の自己負担有り

●オーディション
○日時　次の①か②のうち希望する日
　①６月３日（日）14:00～　②６月４日（月）18:00～
○場所　①市役所７階大会議室　②市文化会館リハーサル室
○審査内容　自己紹介及び自己PR（歌、踊り等のパフォーマンス可）
※自己PRの時間は２分以内
※CDプレーヤーは会場に準備有り。それ以外は持参

●応募方法　５月31日（木）までに、応募用紙に必要事項を記入のうえ提出
※応募用紙は、市生涯学習課、市ホームページ、鹿屋市文化協会に有り

問かのや明治維新150周年記念事業実行委員会事務局（市生涯学習課内）

　〒893-8501 鹿屋市共栄町20-1　℡0994-31-1138　℻0994-41-2935

第２部 12/2 12/2 ㊐㊐

お手伝いなどしていただく
サポーターも募集！
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募集 「夏休み海外研修交流事業」
の参加者

問国際青少年研修協会　℡ 03-6417-9721

海外でのホームステイや文化交流、学校体験などを通
して、国際性を養うことを目的とした交流事業
●研修先　イギリス、オーストラリア、カナダ、サイ
　パン、シンガポール、フィジー、フィリピン
※９コース
●事業期間　７月 26 日（木）～８月 16 日（木）
●対象者　小学３年生から高校３年生まで
●応募　事前に資料請求のうえ、必要書類を提出
※日程、対象者、申込期限等は研修コースにより異な
　る。

月の主な催し物５

■主な月間・週間など
○消費者月間　○水防月間
○「COOL BIZ」（クールビズ）　（５月１日～）
○不正大麻・けし撲滅運動（５月１日～６月30日）
○情報通信月間（５月15日～６月15日）

期日・期間 催し物 場所

４月28日（土）
～６月３日（日） かのやばら祭り2018春 かのやばら園

５月３日（木・祝） リナフェスタ 2018 とっておきの音楽祭inかのや リナシティかのや

５月13日（日）

 第30回南日本クロスカントリー大
 会INきほく 輝北うわば公園

 図書館まつり 市立図書館

５月17日（木）  防災シンポジウム リナシティかのや
３階大ホール

５月18日（金）
～５月20日（日） バラと光のカーニバル かのやばら園

５月19日（土）
～５月20日（日） かのやハーブフェスティバル2018

霧島ヶ丘公園自由広場、
かのやばら園

５月20日（日）
 2018かのやエンジョイスポーツ 鹿屋体育大学スポーツ

パフォーマンス研究棟
 鹿屋市自主文化事業
 ザ・デイサービス・ショウ2018 市文化会館

５月26日（土）  ひらぼうほたるの里ほたる祭り 平房活性化センター

※市が主催・共催する主なもの

お知らせお知らせ

募集・申請

講　  座講　  座

催 し 物

i
Information

募集 「かのや版家庭料理大集合！」
に展示する料理

食育と地産地消の推進のために６月の「食育月間」に
開催する家庭料理の展示
●日時　６月 19 日（火）　9:30 ～ 15:00
●場所　市役所１階市民ホール
●テーマ　味噌を使った手作り料理
※１人何品でも応募可
●申込　６月 15 日（金）
　までに連絡
※料理は６月 19 日（火）に持参

問市農林水産課かのやアグリ起業ファーム推進室
　℡ 0994-31-1183

募集 「かのや『ばら』と『海』フォト
コンテスト2018」の応募作品

平成 29 年８月１日（火）～平成 30 年７月 31 日（火）
に撮影された写真作品
● 表現テーマ
○ばらの部＝かのやばら園の「ばら」の魅力
○海の部＝市内の「海」の魅力　※各部１人３点まで
●作品規格　ワイド四切又はＢ４
※組写真、画像処理は不可　※未発表のもの
●賞　各部のグランプリには賞金 10 万円と副賞有り
● 応募　７月２日（月）～７月 31 日（火）に応募票を
裏面に貼付した作品を提出

問市都市政策課公園管理室　℡ 0994-31-1150
　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20-1

募集 「平成30年度全国戦没者追悼式」
に参列する遺族

●期日　８月 15 日（水）　
※前日からの団体行動有り
●場所　日本武道館（東京都千代田区）
●対象者　戦没者又は一般戦災者の三親等以内の親族
●定員　65 人
※過去に参列したことがない人を優先
●申込　５月１日（火）～ 31 日（木）に窓口
※各総合支所住民サービス課でも受付可

問市福祉政策課　℡ 0994-31-1113
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※ 郵送・FAX 等での応募等が可能な場合は、
各情報の下段に宛先を記載しています。

防衛省職員採用試験

●募集種目　技能職員　●採用予定者数　１人
●受験資格　平成元年４月２日以降に生まれた人で、　
　次のいずれかに該当する人
○板金、機械工作等の３年以上の経験を有する人、若
　しくは航空機整備の経験を有する人
○工業高等学校（機械科等）を卒業した人及び同等の
　能力を有する人
●試験日　６月 20 日（水）、29 日（金）
●申込　５月 21 日（月）までに申込書を提出
※申込書はハローワークかのやにも有り

問佐世保地方総監部管理部人事課職員管理室
　〒 857-8567 長崎県佐世保市平瀬町 18
　℡ 0956-23-7111（内線 3591）

税理士による無料電話相談
を行っています

　南九州税理士会では、税理士が、税金に関する電話
相談に無料で応じる「もしもし税金相談室」を設置し
ています。受付担当者が相談者のお住まいの地域及び
電話番号をお尋ねし、お近くの税理士が相談者へ折り
返し電話する仕組みです。相談内容を他に漏らすこと
はありませんので、安心してご相談ください。
●相談時間　平日の 10:00 ～ 16:00
●休室日　８月 13 日（月）～ 20 日（月）、
　　　　　12 月 21 日（金）～平成 31 年１月 10 日（木）

問南九州税理士会もしもし税金相談室
　℡ 0120-373-678

お知
らせ

問市税務課　℡ 0994-31-1112

軽自動車税の減免申請

●障がい者に対する減免
　身体障害者手帳をお持ちの人で一定の級以上の人
※障がい者 1名につき１台
※普通自動車税の減免を受けている人は対象外
※ 以前申請をした人でも、障がいの程度変更や車の買
い替え、使用状況が変更した場合は再度申請が必要

○対象になる軽自動車（自家用車のみ）
① 一定の級以上の障がい者本人が運転する障がい者本
人名義の軽自動車
② 一定の級以上の障がい者の通院・通学・通勤のため
に生計を同一にする人、又は障がい者を常時介護す
る人が運転する障がい者本人名義の軽自動車
※ 知的障がい者や 18 歳未満の身体障がい者である場合、
生計を同一にする人の名義の軽自動車を含む

●軽自動車の構造に対する減免
○ 対象＝主に身体障がい者等が利用する構造の軽自動
車（車いす昇降装置や固定装置、浴槽のある車など）
※ 車検証の車体の形状欄に「車いす移動車」等の記載
が無い場合はその旨の分かる写真などの添付が必要

● 必要なもの　平成 30 年度軽自動車税納税通知書、個
人番号カード（マイナンバーカード）又は通知カード、
車検証、運転者の運転免許証、各種障害者手帳、印鑑、
生計同一証明書（市福祉政策課、各総合支所住民サー
ビス課で交付）
※ 生計同一証明書は障がい者本人と生計を同一にする
人や、常時介護者が運転する場合に必要

● 申請期間　５月７日（月）発送予定の納税通知書が
届いてから５月 31 日（木）まで

申請

問鹿児島労働局労働保険徴収室　℡ 099-223-8276

　６月１日（金）から７月 10 日（火）までは労働保険

料の「年度更新」申告・納付期間です。
● 申告・納付　６月に送付される労働保険料申告書・
納付書により実施

※申告書に記入誤り・漏れがないようお願いします。
※ 電子政府の総合窓口（e

イ ー ガ ブ

-GOV）からも電子申請によ
る年度更新申告が可能

労働保険料の年度更新手続
をしてください

お知
らせ

問日本赤十字社鹿児島県支部鹿屋市地区
　（鹿屋市社会福祉協議会内）　℡ 0994-44-2277

お知
らせ

　日本赤十字社では、赤十字が誕生した５月を中心に、
赤十字事業に必要な活動資金へのご協力を広く呼びか
けています。この資金をもとに、国内外で地震・台風
などの自然災害、戦争や紛争で苦しむ人々に救援の手
を差し伸べています。
　皆さんのご理解とご
協力をよろしくお願い
します。

５月は赤十字運動月間です

募集
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講座 としょかんd
デ

e学び塾
「ブックコート体験と図書館ミニ講座」

透明フィルムを用いて自分の本を保護するブックコー
ト体験や、書庫見学、図書館のミニ講座　など
●日時　５月 20 日（日）　14:00 ～ 15:30
●場所　市立図書館 2階制作演習室
●定員　15 人
●参加料　無料
※ ブックコート体験に持参で
きる本は、22cm までの大
きさで、１人２冊まで

問市立図書館　℡ 0994-43-9380

犬の登録と狂犬病予防集合注射
を実施します

　生後 91 日以上の犬を飼っている人は、都合の良い会
場で受けさせてください。
※日時、場所等の詳細は市ホームページ等に掲載
●持参するもの　
○初めて登録する犬＝ 6,400 円（登録料、予防注射料）
○登録済みの犬＝ 3,400 円（予防注射料）、通知書
※市が委託している動物病院でも実施可能
※ 住所や飼主の変更、犬の死亡、
　鑑札・狂犬病予防注射済票の紛
　失などの場合も届け出が必要

問市生活環境課　℡ 0994-31-1115

お知
らせ

お知
らせ 肝属川水系の洪水情報が緊急速報メールで配信されます

　５月１日（火）から肝属川水系において、河川氾
はんらん

濫
の恐れがある（氾濫危険水位を超えた）情報や、河川
氾濫が発生した情報が、皆さんの携帯電話やスマート
フォンに「緊急速報メール」で一斉配信されるように
なります。
●対象河川　肝属川、串良川、高山川、姶良川
●配信エリア　鹿屋市、肝付町、東串良町
●配信対象　エリア内の携帯電話等
※NTTドコモ、KDDI・沖縄セルラー、ソフトバンク（ワ
　イモバイル含む）
●配信のタイミング・配信情報

※携帯電話会社毎の基地局や通信システムの関係によ
　り、配信エリアよりも広範囲のエリアに送信される
　ことがあります。
※電源が入っていない場合や、圏外、電波状況の悪い
　場所、機内モード時、通話中、パケット通信中の場
　合は受信することができません。
※ご利用の機種により、対応していない場合があります。
※受信するために、受信設定が必要な場合があります。

タイミング 配信情報
対象河川の基準観測所の水位
が氾濫危険水位（レベル４）
に到達

河川氾濫の恐れがある情
報

対象河川の基準観測所で河川
の水が堤防を越えて流れ出る
事象が発生

氾濫が発生した情報
（河川の水が堤防を越えて
流れ出ている）

対象河川の基準観測所で堤防
が壊れ、河川の水が大量に溢
れ出る事象が発生

氾濫が発生した情報
（堤防が壊れ河川の水が大
量に溢れ出している）

●基準観測所・基準水位

●配信の流れ

　　情報
　　伝達

　　　　　　　　　　　　　　   配信

●配信画面イメージ

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　※左図のように、
　　　　　　　　　　　　　　　　　お手持ちの携帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　電話等の画面に
　　　　　　　　　　　　　　　　　表示されます。

河
川
管
理
者

市
民

市、報道機関

携帯電話会社

テレビ・ラジオ
インターネット等

緊急速報メール

　 　　緊急速報

 緊急速報

 河川氾濫のおそれ

 ○○川の○○（○○市）付近で水位が上昇し、

 避難勧告等の目安となる「氾濫危険水位」に到

 達しました。堤防が壊れるなどにより浸水のお

 それがあります。防災無線、テレビ等で自治体

 の情報を確認し、各自安全確保を図るなど、適

 切な防災行動をとってください。

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

×

問大隅河川国道事務所　℡ 0994-65-2541

対象河川 肝属川 串良川 高山川 姶良川

基準観測所 俣瀬 王子橋 豊栄 高山橋 姶良橋

氾濫危険水位

（レベル４）
5.0 ｍ 4.2 ｍ 4.9 ｍ 6.4 ｍ 5.5 ｍ

避難判断水位 4.7 ｍ 3.7 ｍ 4.4 ｍ 5.1 ｍ 5.0 ｍ

氾濫注意水位 3.8 ｍ 2.5 ｍ 3.7 ｍ 4.6 ｍ 3.7 ｍ

水防団待機水位 2.8 ｍ 1.9 ｍ 2.1 ｍ 3.3 ｍ 2.3 ｍ
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鹿屋市ホームページ（http://www.e-kanoya.net/）

催し物
かのやばら祭り2018春
「浅
あさ

井
い

愼
しん

平
ぺい

氏写真撮影会」
●日時　５月 13 日（日）　10:00 ～ 11:30
●場所　かのやばら園
※かのやばら園の入園料が必要

問市都市政策課公園管理室　℡ 0994-31-1150

催し物 第３回国立療養所星塚敬愛園
企画展「入所者の作品展」

●日時　５月７日（月）～９月 28 日（金）　
　　　　9:00 ～ 16:30　※土・日曜日、祝日は休館　
●場所　星塚敬愛園社会交流会館
問国立ハンセン病療養所星塚敬愛園社会交流会館
　℡ 0994-49-2500

催し物 図書館まつり

ブックリサイクル、火おこし体験、おはなし会　など
●日時　 ５月 13 日（日）　9:45 ～ 15:00
●場所　市立図書館中庭　※雨天時は内容を変更

問市立図書館　℡ 0994-43-9380

催し物 泥りんピックin西俣

水田での宝さがしや障害物競走、舞台、抽選会　など
 ●日時　５月 20 日（日）　受付 9:30 ～
●場所　池園ふれあい広場

問西俣盛り上げ隊壮青年部　℡ 090-7291-7161（野元）

座学と実技を通して、枝物生産の現状や栽培技術全般、
挿し木の手法などを学ぶ講座
●期間　６月、７月、11 月、平成 31 年１月（全４回開催）
●場所　県森林技術総合センター（姶良市）
●対象者　県内での枝物生産に強い意欲のある人
※シキミ・サカキ・ヒサカキの生産に限る
●定員　20 人程度　※書類審査の上、受講者を決定
●受講料　無料　※保険料等の自己負担有り
● 応募　５月 11 日（金）までに、県大隅地域振興局林
務水産課に受講申込書を提出

問県森林経営課　℡ 099-286-3364

枝
えだもの

物生産者養成講座講座

講座 平成30年度生涯学習県民大学講座
「親子体操講座」

●日時　 ５月 26 日（土）　14:00 ～ 15:30
●場所　リナシティかのや３階フィットネスホール
●講師　吉

よし

留
どめ

 早
さ

木
き

子
こ

 氏（健康運動指導士）
○演題　親子で楽しくふれあう、リズムあそび＆運動
　　　　あそび
●対象者　３歳～５歳の子ども及び保護者
※平成 24 年 4 月２日～平成 27 年４月１日に生まれた
　子ども　●定員　25 組（定員を超えた場合、抽選）
●受講料　１人 60 円（保険料）
●応募　５月 11 日（金）までに連絡

問市生涯学習課　℡ 0994-31-1138

 英語に興味がある人や英語が好きな人などが自由に英
会話を楽しむ交流会
●日時　 ５月 23 日（水）～７月 11 日（水）の
　　　　毎週水曜日　16:45 ～ 17:45
※６月６日（水）、７月４日（水）は除く
●場所　鹿屋体育大学大学会館２階N

ニフス

IFS G
ギ ャ ラ リ ー

ALLERY
●参加料　無料
※事前申込は不要

問鹿屋体育大学国際交流センター国重研究室
　℡ 0994-46-4893

いんぐりっしゅ☆るーむ

講座 平成30年度生涯学習県民大学講座
「鹿屋市家庭教育講演会」

●日時　 ５月 26 日（土）　10:00 ～ 12:00
●場所　市文化会館
●講師　児

こ

玉
だま

 さら 氏（県スクールカウンセラー）
○演題　スクールカウンセリングを通してみえる子ど
　　　　もの姿と子育てのヒント
●受講料　無料
※手話通訳有り
※ 託児（２～ 6 歳）を希望
する人は、５月 11 日（金）
までに連絡

問市生涯学習課　℡ 0994-31-1138

講座
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　参加して健康づくりへのきっかけをつくりませんか！

　あなたの健康づくりへの取り組みがポイントになって、還

元品をゲットできます！

①「ポイント手帳」を市保健相談センターでもらう！
② 対象事業に参加して、ポイントを集める！
③ ５又は 10 ポイント集まったら、還元月（９月と２月）
　に還元品と交換！

◎ 対象事業＝健康診査、人間ドック、がん検診、健康教室（か
のやん体操等）、市保健相談センターが行う講演会・イベ

ント等

◎対象者＝ 20～ 64歳の市民（平成 30年３月 31日時点）

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることがあ
ります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。

若
わ

けもん元気度アップ・ポイント事業

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医

「健康」と「還
元品」の両方

をゲットでき
て、お

得。若いうち
から健康管理

に心掛けまし
ょう！

ちょっ
こう

びん

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 ℡（0994）

4月 29日
 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510

 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507

 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

30日
 前田内科 本町 42-2175

 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248

 小林クリニック 上谷町 41-0700

5月   3日
 中原クリニック 横山町 48-2011

 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822

 徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119

4日
 おばま医院 寿 2丁目 42-5235

 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700

 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

5日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195

 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507

 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

6日
 中塩医院 西原 1丁目 43-2489

 こだま小児科 笠之原町 41-5111

 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

13日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100

 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248

 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

20日
 池田病院 下祓川町 43-3434

 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822

 池田病院 下祓川町 43-3434

27日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600

 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700

 鮫島整形外科病院 寿 1丁目 43-2535

6月   3日
 鹿屋ハートセンター 札元 2丁目 41-8100

 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507

 検見崎病院 西原 1丁目 43-2991

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 ℡（0994）

4月 29日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171

児玉医院 東串良町川東 63-8522

5月   6日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921

内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

13日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025

山路医院 東串良町池之原 63-2134

20日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170

はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

27日
吉川医院 肝付町前田 65-2022

新中須医院 東串良町池之原 63-2010

6月   3日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181

花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 ℡（0994）

4月 29日 すみの歯科医院 寿 3丁目 42-2959

30日 武田歯科医院 今坂町 44-1619

5月   3日 高須歯科医院 高須町 47-2525

4日 とおや治歯科クリニック 寿 1丁目 40-1811

5日 中野歯科医院 共栄町 41-7455

6日 中原歯科医院 西原 1丁目 43-0088

13日 永山矯正歯科医院 西原 4丁目 40-1182

20日 おにがはら歯科医院 寿 2丁目 40-3340

27日 根木原歯科 札元 1丁目 41-0750

6月   3日 下浜歯科医院 川西町 41-5888

　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

健康いきいき
問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110
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　仲の良い友だちが頑張っている書道部を紹介
します。普段はにぎやかな書道部員たちですが、
スゴいのは、いざ書に向き合うときの集中力！
書道部は学校外でも、イベントでのステージパ
フォーマンスや小学校での習字教室など、地域
に積極的に出て活動しています。女子高の正門
横には、書道部が昨年度に製作した看板（C&K
の歌詞を書いたもの）が野外展示されています
よ。同じ文化部として、刺激し合える存在です。

鹿屋女子高校 生活科学科

 田中 玲
れ い み

美 さん （３年生）
音楽部では副部長。今年一番の
目標・夏の九州合唱コンクール
予選に向けて、部員たちと毎日
練習に励む。音楽部は定期演奏
会や「平和の花束」等の場で、地
域の人たちを歌で楽しませてい
る。

鹿屋女子高校
Central High school in Kanoya

鹿屋女子高校 書道部

個性あふれる書と集中力で魅了する !!

紹介してくれるのは

鹿屋で暮らす・働く

有限会社  いきいきケアサポート
【事業内容】デイサービス、グループホーム など
【設立】平成 15 年  【従業員数】67 人

明るい笑顔でスタッフをまとめるリーダー的存在。
外に出かけることが大好きで、休日は子どもと一緒に
様々な場所へ足を運び、イベントなどを満喫している。

デイサービスいきいき館（笠之原町）

　　　　　　窪
くぼ

 綾
あや

香
か

 さん（29歳／入社８年目）

　

私
は
、
主
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
利

用
者
様
の
日
々
の
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

や
、
介
護
保
険
に
関
す
る
相
談
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
私
の
職
場
で
は
、

18
人
の
職
員
が
働
い
て
い
ま
す
。
楽

し
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
厳
し
い
こ

と
も
言
い
合
い
、
互
い
に
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨

で
き
る
自
慢
の
職
場
で
す
。

　

介
護
が
必
要
な
方
々
は
、
う
ま
く

歩
け
な
か
っ
た
り
、
ご
飯
を
食
べ
る

の
が
難
し
か
っ
た
り
と
、
状
態
は

様
々
な
の
で
、
そ
の
方
に
合
っ
た
内

容
で
、
お
1
人
ず
つ
丁
寧
に
支
援
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。　

　

仕
事
は
大
好
き
で
す
が
、時
に
は
、

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
利
用
者
様
の
笑
顔
を
見
る
と
、

そ
れ
ま
で
の
苦
労
を
一
瞬
で
忘
れ
る

く
ら
い
の
喜
び
が
込
み
上
げ
ま
す
。

　

私
の
存
在
は
、
利
用
者
様
に
と
っ

て
は
、
人
生
の
ほ
ん
の
一
部
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
人
生

の
先
輩
で
あ
る
皆
さ
ん
に
敬
意
を

持
っ
て
、
少
し
で
も
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
持
ち
前
の
笑
顔
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

おしごとの時間

窪さんの職場

���� ���
進め☆鹿屋の高校生

�

屋女
ま るま る こ うこ う

心
と
体
の
ケ
ア
で

心
と
体
の
ケ
ア
で

　

笑
顔
を
生
み
出
す

　

笑
顔
を
生
み
出
す

生活相談員
兼介護職 
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d´(
µ¶·
市民の皆様からのお便りから、
いただいたご意見や情報などを
紹介します。

市の花　ばら

年
度
末
の
書
類
発
行
が
遅
す
ぎ
る
。

人
員
の
異
動
な
ど
も
あ
り
、
市

役
所
の
方
々
も
大
変
な
の
は
分
か
る
が
、

我
々
も
異
動
が
あ
り
忙
し
い
。
せ
め
て
、

15
分
以
内
に
な
る
よ
う
、
ど
こ
に
人
員
補

充
す
べ
き
か
、
も
う
少
し
熟
慮
さ
れ
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
決
し
て
市
役
所
の

方
の
仕
事
が
遅
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
年
度
末
・
年
度
始
め
は
、
人
員
補
充

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
で
あ

る
。（
匿
名
・
女
性
）

　

今
回
、
窓
口
で
長
時
間
お
待
た
せ
し
、

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

年
度
末
・
年
度
始
め
は
、
毎
年
、
多
く

の
方
々
が
転
入
・
転
出
等
の
手
続
き
に
来

庁
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
３
月
22
日
〜
４
月

６
日
に
つ
い
て
は
、
混
雑
の
解
消
と
待
ち

時
間
等
の
短
縮
の
た
め
、
土
・
日
曜
日
の

臨
時
窓
口
の
開
設
、
平
日
は
午
後
７
時
ま

で
の
時
間
延
長
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
少
し
で
も
待
ち
時
間
が
短
く
な

る
よ
う
人
員
配
置
等
を
工
夫
し
、
ス
ム
ー

ズ
な
事
務
処
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
、
ど
こ
の
県
も
、
空
き
家
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
た

ち
は
都
会
に
住
ん
で
い
て
、
ふ
る
さ
と
に

帰
る
と
市
内
の
ホ
テ
ル
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
長
期
間
宿
泊
す
る
と
料
金

が
あ
が
り
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、
住
め
る

空
き
家
を
１
か
月
、
３
か
月
、
６
か
月
く

ら
い
…
ふ
る
さ
と
鹿
屋
で
過
ご
し
た
い
と

い
う
人
は
、
都
会
に
は
い
る
と
思
い
ま
す

（
春
と
夏
の
期
間
と
か
）。
短
期
間
の
別
荘

の
よ
う
な
活
用
の
仕
方
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
（
M
・
S
さ

ん
・
男
性
）

　

市
で
は
平
成
27
年
度
に「
鹿
屋
市
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
す
る
な
ど
、
市

外
か
ら
の
移
住
者
を
増
や
し
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

別
荘
と
し
て
の
空
き
家
活
用
策
は
現
在

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
活
用
す
る
に
当

た
っ
て
空
き
家
所
有
者
の
同
意
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
理
解

や
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
周
知

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
空
き
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
市
内
に
８
軒
の
農
家
民
宿
が
開
業
中

（
１
泊
２
食
６
，
５
０
０
円
〜
）
で
す
。
農

家
民
宿
は
家
主
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
や
田

舎
料
理
な
ど
、「
お
も
て
な
し
の
心
が
素

晴
ら
し
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
さ
ら
に
民
宿

軒
数
を
増
や
す
た
め
、
開
業
支
援
等
を
引

き
続
き
行
っ
て
お
り
ま
す
。
鹿
屋
で
の
宿

泊
先
と
し
て
、
農
家
民
宿
も
ご
検
討
く
だ

さ
い
。新

し
く
な
っ
た
鹿
屋
市
の
広
報
、
と

て
も
読
み
や
す
く
、
見
て
い
て
分

か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
若
い
方
々
が
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。
市
の
公
式
ア
プ
リ
も
で
き
た
よ
う

で
、活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
マ
ー
チ
ン
さ
ん
・
41
歳
・
女
性
）

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
広
報
誌
を
お
褒
め

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
方
の
手
に
取
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
広
報
誌
作
り
に
励
み
ま
す
。

　

４
月
か
ら
市
民
の
方
々
へ
の
情
報
発
信

の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
公
式
ス
マ
ホ
ア

プ
リ「
か
の
や
ラ
イ
フ
」
の
提
供
を
開
始

し
ま
し
た
。
ア
プ
リ
は
無
料（
通
信
料
は

発
生
）
で
、「
お
知
ら
せ
・
イ
ベ
ン
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
」、「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
表
示
」、

「
道
路
危
険
箇
所
・
ご
み
の
不
法
投
棄
の

通
報
機
能
」、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
避
難
所
の
位
置

確
認
」、「
広
報
か
の
や
の
閲
覧
」
な
ど
便

利
な
機
能
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、毎
日
の「
か

の
や
ラ
イ
フ
」に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

小
学
生
の
子
供
を
も
つ
母
親
で
す
。

通
学
路
で
信
号
が
欲
し
い
と
思
う

所
や
、
横
断
歩
道
が
あ
れ
ば
良
い
の
に
と

思
う
事
が
あ
り
ま
す
。
で
き
な
い
理
由
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
要

望
や
、
理
由
な
ど
教
え
て
も
ら
え
る
所
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
K
・
H
さ
ん
・
42
歳
・
女
性
）

　

信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置
・
撤
去
は
、

県
公
安
委
員
会
が
決
定
す
る
た
め
、
鹿
屋

警
察
署（
℡
０
９
９
４-

44-

０
１
１
０
）に
、

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
の
設
置
や
車
線
の
引
き
直

し
等
は
、
道
路
管
理
者（
県
道
は
県
、
市

道
は
市
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

要
望
先
の
判
断
が
難
し
い
場
合
は
、市
安

全
安
心
課（
℡
０
９
９
４-

31-

１
１
２
４
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
と
し
て
も
、
交
通
危
険
箇
所
や
改
善

箇
所
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
お
気
づ
き
に
な
っ
た
点
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
道
路
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

サザン・ホープ
かのやばら園で生まれた新品
種。淡いサーモンピンクの丸い
花びらが、柔らかで優しい印象
を与えます。花付きと花もちが
よく、初夏から秋に開花します。

▲ iPhone 用

▲ Android 用
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皆さんからの投稿をお待ちしています！

お手数ですが

62円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

広報誌への感想や、市へのご意見のほ
か、地域のイベントや出来事、お勧め
スポットなど多くの情報もお寄せくだ
さい。28ページのクイズの答えと、お
便りをいただいた方の中から、抽選で
特産品等をプレゼントしています。た
くさんのご応募をお待ちしています！
※ 掲載時に、原稿の一部を手直しする
場合もございます。

〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課
「市民のひろば」係
  ℡ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを
募集しています

№296

ＳＮＳから、写真に
#kanoyalikeをつけて

投稿してください。

　このコーナーは、皆さんか
ら寄せられた鹿屋の素敵な面
白い写真・情報などを紹介する
コーナーです。
　写真を応募する場合は、スマー
トフォンやパソコン等から、ＳＮＳ
（Instagram、Facebook、Twitter）
でハッシュタグ「#kanoyalike」を
つけて投稿してください。投稿
されたものからピックアップし
掲載させていただきます。

※ 被写体の肖像権については、応
募者が承諾を得た上で投稿して
ください。
※商業目的等のものは対象外とさ
　せていただきます。

応募方法

クイズの答え

みんなの
フォトネタ

鳥越昭市 さん

かのやばら園の温室横の案
か か し

山子が妙に宇宙人ぽい

minamayu さん_tomo_rinn さん

カラフルな色のチューリップが満開。
初めて見るチューリップも沢山ありま
した。

【コメント】_tomo_rinnさんとminamayuさんは、「ダマ
スクの風」のチューリップを投稿されました。どちらも
春の息吹と暖かさが伝わってくる、素敵な写真です☆

chibiyu_0324さん

大隅巡り。大隅を離れる前によか
とこ巡りに。楽しかったなぁ～。

K ANOYA
広報かのや

今月のピックアップ！！今月のピックアップ！！

【コメント】職員お手製の案山子ですが、確かに宇宙
人に見えてきます(笑) 目の付け所が面白いですね！

【コメント】立ち並ぶ鳥居が話題の
神徳稲荷神社（新栄町）ですね。大
隅にまた帰ってきてくださいね！



編  集  後  記

ご協力ありがとうございました。

�������	


　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品（賞品引換券）の発送・アンケー
ト統計以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

　

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

も
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
商
品
は
、

昨
年
9
月
に
志
布
志
市
で
開
催
さ
れ

た「
ふ
る
さ
と
納
税
九
州
サ
ミ
ッ
ト

IN
大
隅
半
島『
生
産
者
ア
ワ
ー
ド
』」

で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
逸
品

で
す
。

　

甘
鯛
や
キ
ビ
ナ
ゴ
、カ
マ
ス
な
ど
、

主
に
鹿
児
島
県
の
近
海
で
獲
れ
た
魚

を
、
市
場
か
ら
仕
入
れ
た
そ
の
日
に

加
工
し
ま
す
。
使
用
す
る
調
味
料
は

塩
と
酒
の
み
。
一
晩
温
風
で
熟
成
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
真
空
パ
ッ
ク
す
る
た

め
、
一
般
的
な
干
物
よ
り
も
魚
本
来

の
味
が
生
き
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
食

感
が
特
徴
で
す
。

　

昭
和
49
年
に
創
業
し
た
出
水
田
鮮

魚
は
、
市
内
の
学
校
や
病
院
等
へ
鮮

魚
を
卸
し
て
き
ま
し
た
が
、
長
男
の

出
水
田
一い

っ
せ
い生

さ
ん
が
４
年
前
に
帰
鹿

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
干
物
商

品
の
開
発
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
加
工

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
た
ど
り
着
い
た

の
が
今
の
加
工
法
。
今
で
は
直
営
販

売
も
始
め
、人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
「
大
隅
・
鹿
児
島
の
お
い
し
い
魚

を
食
べ
て
、
魚
離
れ
が
進
む
若
い
人

や
子
ど
も
た
ち
に
、
魚
の
食
文
化
を

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
一
生

さ
ん
は
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

有限会社 出水田鮮魚
（鹿屋市新川町 830）
℡ 0994-42-3510

大正の桜島大噴火。調べていく
うちに、大噴火が多くの河川

災害をもたらしたことが分かりまし
た。堆積した噴出物が川をせき止め、
大雨が降るたびに災害が何度も繰り
返されたのです。数多くの石碑が被
害の大きさを物語っています。（前田）

慶應応義塾の教授が、空襲体験
を聞くイベントで公開したVR

映像。普段入れない新生町の第五
航空艦隊司令部壕を２年に渡り記録
したもので、まるで自分が壕の中に
いるように映像が動きます。平和学
習の面でも貴重な資料です。（田嶋）

新しく広報担当になりました。
P23「おしごとの時間」では、

皆さんに介護職の素晴らしさを知っ
てもらえればありがたいです。読者
の方が、読みやすく、「笑顔」になる
ような広報誌を目指して頑張ります！
（上古殿）

よ
かも ん

か　の　や　ん

出
い ず み だ

水田鮮魚の

「無添加干物！季節の
 詰め合わせセット」

グランプリを獲得した詰め合わ
せセット（上写真）。シンプル
でおしゃれなデザインが目を引
く。首都圏だけでなく海外から
も受注があるなど、鹿児島の魚
の PRにも貢献している。



広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市政策推進課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
☎
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102,957人
49,268人
53,689人
45,477世帯
448.33㎢ 

平成30年３月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

鹿屋市広報

統計情報

（－ 52）
（－ 15）
（－ 37）
（－ 31）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

鹿屋市公式 フェイスブック
https://www.facebook.com/
Kanoya.City

鹿屋市政インフォメーション
ＦＭかのや（77.2MHz）

（月～金曜日、8：05～と16：05～）

※ 広報かのやは、市ホームページ及び公式アプリ等からもご覧いただけます。

かのやファン倶楽部
http://www.kanoya.in/

鹿屋市公式アプリ 「かのやライフ」
Google PlayやApp Storeで
ダウンロード

出水田鮮魚の
「干物詰め合わせ」を
３名様にプレゼント

Present 今月のクイズ
Ｑ． 健康づくりや健康診査などに参加すると、ポイントとその

還元品をもらえる事業があります。

 「○○もん元気度アップ・ポイント事業」
　　※○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかにあり

ます。

【応募方法】
　25･26 ページのはがきに、クイズの答えと、
「市民のひろば」へのお便りをお寄せください。
応募いただいた方の中から抽選で３名様にプ
レゼントします。なお、当選者の発表は、賞
品の発送をもって代えさせていただきます。

平
成
30年

４
月
27日

発
行
　

（
通
常
版
28日
・
お
知
ら
せ
版
13日

発
行
）

M
ay 2018

応募期限
5/25㊎N

o.296
5

プレゼント

ファミリー映画として数々
の金字塔を打ち立てる『映画
ドラえもん』シリーズの38
作目。太平洋上に突如現れ
た宝島を巡ってドラえもん
たちが大冒険を繰り広げる。
大人が観ても感動できる『映
画ドラえもん』の魅力がすべ
て詰まった作品！

◎上映時間
　（109分）

　①10時～
　 ②13時～

 ③16時～

 ④19時～

映画ドラえもん のび太の宝島

特
別
割
引
券

割
引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
高
校
生
以
下
は
20
0円
）を
割
引し
ま
す
。

※
60
歳
以
上
の
人
は
割
引
対
象
外
で
す
。

映
画ド
ラえ
もん

のび
太の
宝島

～リナシティかのやの「リナシアター」で映画を見よう！～�����������

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや　℡0994-35-1001

◎鑑賞料
 一般／1,800円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

 60歳以上／1,000円

4/28 ㊏

～

6/  1 ㊎

　出水田鮮魚の干物は、鹿児島県の近海で獲れた魚を
新鮮なうちに加工し、温風乾燥した後に真空包装され
るため、塩辛くなく魚本来の味を楽しめるのが特徴で
す。フライパンでも焼けるので、魚の扱いが苦手な人
でも、簡単に調理できます。

��������	
明治維新150年を記念し、市民の皆さんが出演する
ミュージカルが12月に行われま
す。出演者を募集していますの
でぜひご応募ください（演技経験
は不問）。詳しくは17ページで。

マチイロ（広報誌閲覧アプリ）
Google PlayやApp Storeで
ダウンロード

写真はイメージです。
魚の種類等は時季により異なります。

K
A
N
O
Y
A

発
行
／
鹿
屋
市
　
編
集
／
市
長
公
室
政
策
推
進
課

鹿
屋
市
役
所
　
鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
1
号
　
℡
0994-43-2111

広
報

か
の

や
広

報
か

の
や
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